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	国立大学法人北陸先端科学技術大学院大学役員会（第１７３回）議事概要
	日　　時　　平成２８年３月１７日（木）１５：４０～１６：０５
	＜審議事項＞
	１　平成２８年度年度計画について
	小松理事から，平成２８年度年度計画について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	なお，３月末までの文部科学省への届出において追加・修正箇所等が生じた場合の対応については，学長に一任された。
	２　平成２８年度予算編成方針等について
	三好副理事から，平成２８年度予算編成方針等について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	３　教員選考の発議について
	学長から，学長裁量選考によるシングルナノイノベーティブデバイス研究拠点の特任教授１名の教員選考の発議について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	４　教員の選考について
	学長から，先端科学技術研究科の非常勤講師（客員教授）１名及びシングルナノイノベーティブデバイス研究拠点の特任教授１名　計２名の教員の選考について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	５　平成２８年度の教員の所属について
	学長から，平成２８年度の教員の所属について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	６　シニアプロフェッサーの再任について
	学長から，シニアプロフェッサーの再任について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	７　理事（副学長）が教授の職務を併せて行うことについて
	学長から，理事（副学長）が教授の職務を併せて行うことについて説明があり，審議の結果，これを承認した。
	８　役員の兼業について
	学長から，役員の兼業について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	９　学内規則の制定等
	・　学則等の一部改正等について
	総務課長から，学則等の一部改正等について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	・　職員就業規則等の一部改正等について
	人事労務課長から，職員就業規則等の一部改正等について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	・　奨学制度改革に伴う学生給付奨学金規則等の一部改正について
	学生・留学生支援課長から，奨学制度改革に伴う学生給付奨学金規則等の一部改正について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	・　共同研究取扱規則の一部改正について
	研究推進課長から，共同研究取扱規則の一部改正について説明があり，審議の結果，これを承認した。
	＜報告事項＞
	学長から，連携講座教員の雇用継続について報告があった。
	４　学内規則の一部改正
	・　東京サテライト利用規則の一部改正について
	教育支援課長から，東京サテライト利用規則の一部改正について報告があった。
	＜その他＞
	１　平成２８年度役職員について
	学長から，平成２８年度役職員について，机上配付資料のとおり決定した旨説明があった。
	２　次回の開催について
	引き続き，第１７４回役員会を開催することとした。

